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３ 就農するまでのチェック項目
(1) 農家以外の方が就農するまでのチェック項目

農業体験はあり 農業体験しませんか

ますか？ いいえ

はい 体験する 先進農家等で体験できます。

問い合わせ先：
（公社）秋田県農業公社

体験しない 就農することを再考する必要があ

ります。

農業における最 研修を受けてみませんか

低限の技術・知識 いいえ

はありますか

研修を受ける 農業試験場・先進農家・農業法人等

はい で研修が出来ます。

問い合わせ先：

（公社）秋田県農業公社

各地域振興局農林部農業振興普及課

研修を受けない 自己の技術・知識の評価は正しい

ですか？

経営計画を作成 就農後５年目までの実現 経営計画の作成指導を受けられます。

していますか いいえ 性のある具体的な経営、生

活設計を作成する必要が 問い合わせ先：

はい あります。 各地域振興局農林部農業振興普及課

就農に必要な資 まずは自己資金を確保す 自己資金の不足分に対しては

金はありますか いいえ ることを考えてください。 青年等就農資金・農業近代化資金

＊必要自己資金(最低限) 等の融資制度があります。

はい 1,000万円～

営農開始資金 問い合わせ先：

＋ 各地域振興局農林部農業振興普及課

２～３年間の生活費 JA金融・担い手主務課

農地は準備でき 農地の確保は困難な面が 農地に関して情報収集できます。

ましたか いいえ 多いことを覚悟してくださ

い 問い合わせ先：

はい 農地中間管理機構（市町村窓口）

各市町村農業委員会
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住居は確保でき 農地に近いところが便利 住居に関する情報を収集出来ます。

ましたか いいえ です。農地を取得・借入し

たところの住民になるこ 問い合わせ先：

はい とをお勧めします 各市町村関係課

施設・機械の整備 極力、借金をしないで就 中古品の活用を含めた資本装備の

はできましたか いいえ 農、資本装備する方法を考 相談が出来ます。

えましょう 問い合わせ先：

ＪＡ農機具センター

はい

補助事業の相談が出来ます。

問い合わせ先：

各市町村農政主務課

青年等就農資金・農業近代化資金

などについて相談が出来ます。

問い合わせ先：

各地域振興局農林部農業振興普及課

JA金融・担い手主務課

認定新規就農者 経営開始後５年目までの 作成支援・提出先：

になりましたか いいえ 計画「青年等就農計画」を

作成提出してください 各市町村農政主務課

はい

経営開始です。

技術の不足は → JA、農業士、JA生産部会、農業振興普及課がサポートします。

経営の不安は → 農業振興普及課、各市町村農政主務課がサポートします。

情報の不足は → JA各生産部会研修会、農業近代化ゼミナール等へ参加しましょう。

地域の不安は → 各市町村農政主務課、農業委員会がサポートします。
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(2) 農業後継者が就農するまでのチェック項目

農業における最 研修を受けてみませんか 農業試験場・先進農家・農業法人等

低限の技術・知識 いいえ で研修ができます。

はありますか 問い合わせ先：

（公社）秋田県農業公社

各地域振興局農林部農業振興普及課

はい

明確な目標を持 目標がなければ、両親の 経営計画の作成指導を受けられます。

った経営計画を いいえ 手伝い程度になってしま

作成しましたか います。就農後５年間の具 問い合わせ先：

体的な経営計画を作成し 各地域振興局農林部農業振興普及課

はい ましょう。

認定新規就農者 経営継承や部門独立する 青年等就農計画の申請をサポート

になりましたか いいえ 場合は経営開始後５年目 します。

までの計画「青年等就農

はい 計画」を作成提出してくだ 作成支援・提出先：

さい。 各市町村農政主務課

はい

新規部門を開始、 極力、借金をしないで、資 各種補助事業による施設、機械の

既存部門の規模 本装備する方法を考えま 導入について相談が出来ます

拡大のため施設・ しょう 問い合わせ先：各市町村農政主務課

機械の整備が必

要ですか 青年等就農資金・農業近代化資金

等について相談ができます。

いいえ 問い合わせ先：

各地域振興局農林部農業振興普及課

JA金融・担い手主務課

御両親、御家族と 御両親、御家族と経営上、 家族経営協定（経営上、生活上の決ま

将来について話 いいえ 生活上の決まり事を結ん り事）の締結をサポートします。

し合いましたか でみませんか？

問い合わせ先：市町村農業委員会

就農開始です。

技術の不足は → JA、農業士、JA生産部会、農業振興普及課がサポートします。

経営の不安は → 農業振興普及課、各市町村農政主務課がサポートします。

情報の不足は → JA各生産部会研修会、農業近代化ゼミナール等へ参加しましょう。


